
 

平成３１年度入学試験問題（後期日程） 

 

化 学 
 

出題意図及び正答  

 
 

問題１  

 

出題意図 

蒸気圧降下に関する理解度（設問(1)）や電気分解に関する理解度（設問(2））を問うた。

理解度を評価するため，蒸気圧降下については，沸点が上昇する現象の論理的説明，およ

び沸点上昇度から質量モル濃度を求める計算力を試した。電気分解については，イオン交

換膜を用いた水酸化ナトリウムの製造について基礎的な理解度を問うとともに，電気分解

で流れる電気量と変化する物質の量の関係について計算する力を試した。 

 

正答 

(1) 
 

(a) 略  

(b) （イ）＞（ア）＞（ウ）  

(c) 

沸点上昇度：  0.15 K 

計算過程 :略  

濃度：    9.0 %  

(2) 

(a) 
陽極： 2Cl−   →  Cl2 ＋  2e−  

陰極： 2H2O ＋  2e−  →  H2 ＋  2OH−  

(b) 通過するイオン：  ナトリウムイオン（ or Na+） 通過の向き：  C1 →  C2 

(c) 
取り出し口 D1：低濃度の（薄い）塩化ナトリウム水溶液   

取り出し口 D2：水酸化ナトリウム水溶液  

(d) 
計算過程：略  

時間：   965 秒間  

※記述問題の正答例は開示していません 



問題２   

 

出題意図 

「物質の変化と平衡」分野から，反応速度を考える際によく扱われる過酸化水素の分

解反応を題材として，反応速度について問うた。基本的な反応式(設問(1))，計算問題(設

問(2)に加え，作図問題(設問(3))や記述問題(設問(5),(6))を含めることで，現象につい

て正しく理解できているかどうかを確かめた。設問(4)のみ「物質の状態と平衡」分野の，

混合気体の分圧の取扱いについて問うた。 

 

正答 

※記述問題の正答例は開示していません  

(1) 2 H2O2 → 2H2O + O2  

(2) 
酸素の生成速度：1.3 × 10−5 mol/s  

時間による変化：略  

(3) 

 

(4) 

 

計算過程：略  

体積：  0.16 L (= 1.6×102 mL) 

 

(5) 
適切なグラフ：   ⓑ   

理由：略  

(6) 略  



問題３   

 

出題意図 

アルコールと関連化合物について，官能基の名称と性質，反応により生じる有機化合

物の名称，反応名と反応機構を問題とし（設問(1)～ (3)），有機化合物についての基本的

な知識が修得できているかを問うた。また油脂のけん化を題材とし，分子量，標準状態

における気体の体積に対する理解を問いながら，有機化合物の構造を論理的に決定でき

るかどうか（設問(4)〜(5)）を試した。また，塩の水溶液中での性質に対する理解を測

るため，身近なセッケンの性質（設問(6)）を問うた。 

 

正答 

(1) 

ア：ヒドロキシ（水酸）  イ：アセトアルデヒド  ウ：カルボキシ (ル ) 

エ：酢酸エチル  オ：ジエチルエーテル  カ：無水酢酸  

キ：置換  ク：付加   

(2)  

(3) 略  

(4) 計算過程：略  油脂 A の分子量：  886  

(5) 
(a) 計算過程：略  炭素原子間二重結合の数：  2  

(b) 計算過程：略  脂肪酸 1 分子の炭素原子数：  18  

(6) 略  

 ※記述問題の正答例は開示していません  
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問題４   

 

出題意図 

高分子化合物の性質や反応の理解度（設問(1)～(2)）と人間生活に広く利用されるイ

オン交換樹脂やゴムに関する理解度を問うた（設問(3)～(7)）。理解度を評価するため，

基礎的な用語を問うとともに，特にゴムについては，化学構造的な観点からその性質を

理解しているかどうかを試した。 

 

正答 

(1) 

ア：ビニル                イ：酢酸ビニル               

ウ：ポリビニルアルコール         エ：スチレン                

オ：陽イオン               カ：水素イオン（H+，プロトン）      

キ：陰イオン               ク：イソプレン（ 2-メチル -1,3-ブタジエン）   

ケ：シス                 コ：硫黄                  

サ：架橋                  

(2) 熱可塑性樹脂                                     

(3) 
pH 4.0 でカラムに吸着するアミノ酸：グリシン，リシン        

pH 8.0 でカラムから溶出するアミノ酸：グリシン                 

(4) 略  

(5) 
                 

(6) 
計算過程：略  

1,3-ブタジエンの物質量：  1.9  mol  

(7) 略  

 ※記述問題の正答例は開示していません  
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